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故　SAGAYARAJ，Antonysamy　准教授　略歴・業績
略　　歴
1967年 3月 2日 インドに生まれる
1988年 4月 インド マイソール大学文学部英文学科 英文学・社会学・キリスト教学専攻卒業
1988年 4月 インド マイソール Vidya Niketan（神言会の教育施設）哲学修了
1993年12月 南山大学外国人留学生別科修了
1996年 3月 南山大学文学部神学科卒業
1996年 4月 南山大学人類学研究所研修生（1997年 3月まで）
1999年 3月 南山大学大学院文学研究科文化人類学専攻修士課程修了
2001年 8月 インド デリー大学大学院デリー・スクール・オブ・エコノミクス研究科社会学博
士前期課程修了
2001年 9月 インド デリー大学大学院デリー・スクール・オブ・エコノミクス研究科社会学研
修生（2002年 5月まで）
2006年 3月 インド デリー大学大学院デリー・スクール・オブ・エコノミクス研究科社会学博
士後期課程単位取得満期退学
2006年 4月 南山大学人文学部人類文化学科講師（2011年 3月まで）
2011年 4月 南山大学人文学部人類文化学科准教授
2013年 4月 国立民族学博物館民族文化研究部（国内・大阪）へ留学（2014年 9月まで）
学　　会
日本文化人類学会会員
日本南アジア学会会員
宗教と社会学会会員
日本社会学会会員
業　　績
〈著書〉
1．『映画の多元的解釈のための基礎研究』［共著］（南山大学地域研究センター，2009）213pp.
2．2. Mission and Violence: Healing the Lasting Damage［共著］（DWU Press，2009）394pp.
3．『アジア社会の発展と文化変容』［共著］（東洋大学アジア文化研究所・アジア地域研究センター，
2010）309pp.
4．The Indian Ocean Tsunami: The Global Response to a Natural Disaster［ 共 著 ］（The University 
Press of Kentucky，2011）310pp.
5．『ことばと国家のインターフェイス』［共著］（行路社，2012）373pp.（pp. 25）
6．『現代インド 6　環流する文化と宗教』［共著］（東京大学出版会，2015）348pp.
7．Human and International Security in India［共著］（Routledge，2016）189pp.（pp. 128―145）
［ vi］
〈学術研究論文〉
1．“Dravidian Nationalism and Tamil Cinema”［単著］『歴史と構造』第 27号（1999/03）pp. 3―21
2．“Annadurai and Dravidian Movement”［単著］『歴史と構造』第 31号（2003/03）pp. 19―31
3．“The Contribution of European Missionaries to Tamil Language and Dravidian Consciousness”［単
著］Indian Church History Review 第 38巻 1号（2004/06）pp. 5―36
4．“Tamil Muslims and the Dravidian Movement”［単著］Salaam 第 26巻 1号（2005/01）pp. 4―12
5．“The Dravidian Women of South India: A Case Study of Kerala Nurses”［単著］『アカデミア』人文・
社会科学編第 84号（2007/01）pp. 127―135
6．“Collective Violence and Reconciliation: A South Asian Narrative”［単著］『アカデミア』人文・社
会科学編第 85号（2007/06）pp. 107―123
7．“Social Aspects of Communication”［単著］『アカデミア』人文・社会科学編第 86号（2008/01）
pp. 31―52
8．“Image Building and Political Communication―A Case Study of Vijayakant, The Black MGR―”［単
著］『アカデミア』人文・社会科学編第 88号（2009/01）pp. 75―92
9．「民族誌ではないもう一つの方法―博物館という発表の場―」［単著］『南山大学人類学博物館紀要』
第 27号（2009/03）pp. 69―78
10．「社会を反映する映画―『ボンベイ』を事例として―」［単著］『映画の多元的解釈のための基礎研究』
2006～ 2008年度（2009/03）pp. 174―188
11．「南インドにおける貧困・不平等―ヴァディパティ村の事例（人類学的視点から）―」［単著］東
洋大学アジア文化研究所研究年報『アジアにおける農村社会の変容～環境・格差・貧困～』第
44号（2010/02）pp. 45―53
12．「インドにおける民主主義と発展―タミルナードゥ州のセルフ・ヘルプグループを中心に―」［単
著］『アジア社会の発展と文化変容』（2010/03）pp. 183―215
13．「多言語国家インドにおける言語とアイデンティティ」［単著］『地域研究センター共同研究 2009
年度中間報告』（2010/03）pp. 51―68
14．“Christianity in India: A Focus on Inculturation”［単著］『人類学研究論集』第 1号（2013/03）pp. 
114―149
15．“Self-help Groups and Women Empowerment: A Case Study of the Disaster Sur vivors of 
Nagapatinam, Tamil Nadu, India”［単著］『年俸人類学研究』第 3号（2013/03）pp. 152―174
